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題が残されている｡ ベンゾフラン誘導体についての従来の研究では, 転位生成物はただ- 種類であるとさ
れていた｡ これらの問題を検討するため, 2 - エチル- 5 - アセチルオキシベンゾフラン, 2 - エチル-
5- アニソイルオキシベンゾフラン, および2- エチル-5- ベンジルオキシベンゾフランを用いて, ニ
トロベンゼン中でのフリース転位をしらべた｡
その結果によると転位はいずれもベンゾフラン環の 4 位, 6 位および3 位に起こり, 生成比は出発物質
および反応条件によって異なる｡ アセチル基の転位は室温下でも進行し, 4 位, 6 位, 3 位- の転位生成
比は1:1:1であった｡ アニソイル基の場合には, 室温下の反応では4位:6位:3位転位生成比は1:2:25を
示し, この比は反応温度, 時間によって変動を示す｡ ベンゾイル基の場合には高温下では4位, 6位生成
物が増加し, 3位生成物が減少した｡
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